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校内初任者研修 ＯＪＬ

ピア・サポート
道具的サポート 情緒的サポート

情報的サポート 評価的サポート

ＯＪＬのための一工夫

＜ノートの活用＞
・年度の初めに初任者にノートを配付
・ノートには初任者が日常の指導で悩んだことを記し、研修
　Ｃｏ．やメンターに質問し、解決法を追記

○その時に解決出来なかった悩みをそのままにせずに、記
　　録していた。
○記録した悩みについて自分で解決が難しいときに、メン
　　ターに質問することができた。
○初任者の悩みや解決法について、研修Ｃｏ．や研修リー
　　ダーが一緒に振り返る機会を確保することができた。
○ノートの活用により、初任者の内省が進んだ。

「今月をチェック」シート

授業 １ ２ ３ ４ ５

学級経営 １ ２ ３ ４ ５

児童との関わり １ ２ ３ ４ ５

保護者との関わり １ ２ ３ ４ ５

同僚との関わり １ ２ ３ ４ ５

相談したいこと

＜チェックシートの活用＞
・月ごとや学期ごと等、定期的に初任者にチェックし
　てもらう。
・初任者がチェックした項目について、うまくいった
　ことや悩んでいることについて話し合う。

○初任者の現状について話し合うことができた。
○メンターが初任者の状態を把握するとともに、初
　　任者のうまくいったことを価値付けたり、悩んでい
　　ることについて解決方法を話し合ったりすることが
　　できた。

＜ホワイトボードの活用＞
・初任者が学びたい内容を把握し、時間と場
　所を構造化することで、初任者以外の教職
　員も学び合えるように周知する。

○実技研修等、複数のメンターと学ぶことが
　　できた。
○若手教員もベテラン教員も、興味がある研
　　修を選びながら、学び合うことができた。

メンター方式による校内研修について
Vol.2

小・中学校初任者研修

　　本リーフレットは、福島県教育センターの研究「メンターチー
ムによる初任者研修を充実させる校内研修の在り方」を基に
作成しています。

・手伝う
・一緒に作業をする
・教材や教具を貸す
・相談する場を設定する

　　２年間の研究の中で、校内初任者研修においてメンターとな
る教職員がピア・サポートを踏まえた指導・支援を行うことの重
要性を確認しました。それにより、メンターと初任者との交流が
生まれ、ＯＪＬ（On the Job Learｎing）が機能することも認め
られました。研究協力校の事例を基に、メンター方式における校
内初任者研修の実践をご紹介します。

　　初任者研修におけるメンター方式及び研究の
詳細につきましては、福島県教育センターのＷｅｂ
サイト又は右のＱＲコードでご覧ください。

・教える・アドバイスする
・経験談（成功談・失敗談）
・助けになりそうな人や情
　報を紹介

・よさ・がんばりを伝える
・課題となっていることを
　捉える、共有する
・ゴールを設定する

・傾聴する　・共感する
・温かく声をかける
・相談にのる
・相談しやすい雰囲気

(一緒に学びたい方は

どなたでも）



メンター方式による校内初任者研修実施に向けての３ＳＴＥＰ

校内組織体制の整備

○全教職員の共通理解
　　協力校では、３月末と４月始めの職員会議等で、校長先生が
メンター方式についての説明を行うことで、職員全体で共通理
解が図れました。

　 協力校では、研修リーダーが中心となって、年間の研修計
画を立案し、年度初めに下表のような資料を教職員に配付
しました。

　　協力校では、夏休み中に校内初任者研修の振り返りを行っ
ていました。初任者の実態を共有し、今後どのようにメンター
チームによる研修を活性化するとよいのかを検討し、改善策を
メンターに提示することができました。

○メンターチームの検討
　　協力校では、管理職・研修
Ｃｏ・研修リーダーで相談しな
がら、初任者の特性に合わせ
たメンターチームの編制を検
討しました。

　　これまでの研究から、校内初任者研修において、初任者が
抱えている課題や困難さを把握し、指導・支援するためにも
対話型の研修が重要であることが分かりました。
　　研究協力校では、以下のイメージをメンターで共有し、対
話型の校内初任者研修を具現化しました。

　　協力校では、校長先
生のリーダーシップの
もと、初任者育成のた
めのメンターを先生方
に依頼していました。ま
た、研修内容に合わせ
て指導・支援を行う、複
数のメンターでチーム
を組織し、研修の効果
を上げていました。

○年間研修計画の立案

○校内初任者研修の振り返り

○初任者の本音を引き出す対話型研修

対話型の校内初任者研修（４５分の場合）

対話と振り返りを考慮
した時間のシステム化

講義を通した学び フリートークの中から
引き出す

資料から話題を選択させて
引き出す

先輩教員の失敗談や実践
例を皮切りにして引き出す

講義を通した学び

１０分
２５分

２５分

１０分

１０分
１０分

振り返り（記録）

振り返り（記録）

＊対話を通した学び

＊対話を通した学び

＊対話を通した学びに
おける初任者の思考を
引き出すパターン

○メンターチームの決定

○各種「校内研修」の活用 ○実態把握を踏まえた研修 ○初任者の感想
　　協力校では、校内初
任者研修における先
生方の負担軽減と研
修の効果を高めるた
め、右図のように「生
徒指導部」「情報教育
部」「特別支援コーディ
ネーター」等が企画・
運営する各種校内研
修と校内初任者研修
のタイアップを図って
いました。

　　事前に相談したいこ
とを初任者が振り返っ
たことで、初任者の内
省が深まり、研修で具
体的な解決策をメン
ターと検討できました。

　協力校では、校内初任者研修の事前に、下図のようなシー
トを初任者に配付し、初任者の悩みや困り事などの実態に応
じた研修を実施していました。

メンターチームの編制 メンターによる校内
初任者研修の実施

「次の研修で相談したいこと」シート

日時：７月１１日　２校時

内容：生徒指導研修

　進路指導について、生徒と保護者で

希望する学校が異なる時、どのように

話を進めればいいのか教えてください。

指導項目・ねらい テキスト・資料・その他

○生徒指導の意義
　生徒指導の意義と役割について
理解を深め、自校の現状と課題を
把握し、生徒指導の充実を図る。

・テキストP．42
・資料P．7-1～5
・「生徒指導提要」

研修Co．

生徒指導主任・テキストP．44・45
・資料P．6-9～33
・「ふくしまサポートガ
　イドブック」
・「不登校対応資料
　Vol．5」

○問題傾向をもつ生徒の指導援助
（いじめ、不登校、虐待）
　生徒の問題傾向の理解と指導援
助の進め方や問題行動の発見と効
果的な生徒指導の方法を理解し、
実践的な指導力を身に付ける。

時間 指導者

１

２

　進路指導について、８月と１１月の

三者面談ではそれぞれどのような話を

すればいいのか教えてください。

【第１回】テーマ「生徒指導事例研究会」

　　　　　予定日：６月８日（火）

　　　　　担　当：生徒指導部

【第２回】テーマ「情報教育」

　　　　　予定日：７月１６日（金）

　　　　　担　当：情報教育主任

【第３回】テーマ「特別な教育的支援を必要と

　　　　　　　　　する児童への教科指導」

　　　　　予定日：８月２７日（金）

　　　　　担　当：特別支援コーディネーター

【第４回】テーマ「ICT機器等実技研修」

　　　　　予定日：１１月２日（火）

　　　　　担　当：情報教育部

１

１

校長先生の思い

メンターの感想

研修リーダーの感想

メンターの感想


